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出典：UNSCEAR 2000年報告書、1977年報告書

トリチウム（T）重水素（Ｄ）水素（Ｈ）

：陽子

：中性子

地表
と生
物圏
（

地表
と生
物圏
（2727
％）％）

344
,00
0

344
,00
0兆兆
BqBq

海洋の混合層（
海洋の混合層（3535％）％）446,000
446,000兆兆BqBq

深海（深海（3030％）％）

383,000383,000兆兆BqBq

宇宙線による生成宇宙線による生成

72,00072,000兆兆BqBq//年年

全地球保持量全地球保持量

1,275,0001,275,000兆兆BqBq

成層圏（成層圏（6.86.8％）％）

86,70086,700兆兆BqBq

対流圏（対流圏（0.40.4％）％）

5,1005,100兆兆BqBq

水 素 の 仲 間 自然界のトリチウム
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トリチウムの特性は一般的に以下のとおり

○化学上の形態は、主に水として存在し、私たちの飲む水道水にも含まれています

○ろ過や脱塩、蒸留を行なっても普通の水素と分離することが難しい

○半減期は12.3年、食品用ラップでも防げる極めて弱いエネルギー（0.0186MeV）

のベータ線しか出さない

○水として存在するので人体にも魚介類にも殆ど留まらず排出される

○セシウム-134、137に比べ、単位Bqあたりの被ばく線量（mSv）は約1,000分の1

0.0000062

0.000013

0.000019

0.000000018

線量係数(mSv/Bq)

放射性物質を１Bq飲み込んだ場合(経口摂取)

2セシウム－137

1
カリウム－40
(自然界核種)

3セシウム－134

0.003トリチウム

カリウム-40(自然界核種)
との比較

放射性核種

※ 線量係数は「実用発電用原子炉の設置，運転等に関する規則の規定に基づく線量限度等を定める告示(経済産業省告示)」の別表第2(第3欄)に定められた値

※ 残留期間は「ICRP Publication 30」より引用
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原子力発電所でのトリチウム生成源
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福島第一原子力発電所の滞留水のトリチウム濃度
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【出典】UNSCEAR 2000 Report,”Sources and Effects of Ionizing Radiation”ほか
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＜事故前の値＞

＜最近の値＞


